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JFEスチールにおける水素パイプラインの取組

2023年 12月 18日

JFEスチール株式会社

東京グリーン水素ラウンドテーブル（第６回）
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知多製造所
・世界有数の鋼管工場
知多製造所
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東⽇本製鉄所
（千葉地区・京浜地区）
・大都市隣接＆⾼級鋼製造が得意
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・大都市隣接＆⾼級鋼製造が得意

仙台製造所
・主要製品︓線棒
仙台製造所
・主要製品︓線棒

会社紹介（JFEスチール株式会社）

◆2003年、JFEグループ発足
JFE HD(持ち株会社)

JFE商事

JFEｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

JFEスチール
（鉄鋼事業）川崎製鉄

鉄鋼事業

その他事業

ＮＫＫ
(日本鋼管)

鉄鋼事業

その他事業
ｼﾞｬﾊﾟﾝﾏﾘﾝﾕﾅｲﾃｯﾄﾞ

100%

100%

100%

46%

◆生産拠点
東⻄２⼤製鉄所＋2製造所
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◆粗鋼生産量
世界第14位(2022年)*
高炉7基を擁する⼤手一貫製鉄会社

*出典︓WSA https://worldsteel.org/steel-
topics/statistics/top-producers/

■JFEスチールは高炉7基を擁する⼤手一貫製鉄会社。
・2003年、NKK(日本鋼管)と川崎製鉄の経営統合によりJFEグループが発足。
・東⻄２⼤製鉄所＋2製造所に生産拠点を集約 ⇒効率的な生産体制を確⽴。

⻘字︓
ﾗｲﾝﾊﾟｲﾌﾟ用
鋼管製造ﾗｲﾝ有

https://www.jfe-steel.co.jp/
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JFEスチールの脱炭素社会への取り組み

3

■大手製鉄会社として、脱炭素社会への取り組みを積極的に推進。
・「減らす」、「賢く使う」、「固定化」を組み合わせて、鉄鋼事業の2050年カーボンニュートラル実現を目指す。
・製造プロセスにおけるCO2排出量を大幅に削減したグリーン鋼材「JGreeXTM」の供給を開始。

https://www.jfe-steel.co.jp/

https://www.jfe-steel.co.jp/company/carbon.html
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■エネルギー分野においても幅広い製品ラインナップ。
・パイプライン用鋼管としては、UOE鋼管、電縫鋼管、シームレス鋼管を製造・販売中(海外、国内とも実績多数)。
・水素ステーション用蓄圧器のシームレス鋼管も製造・販売中。

JFEスチールのエネルギー分野における社会貢献
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GAS/OIL Field

海洋構造物

ガス精製工場 ⽕⼒発電所

コイルチューブ用熱
延鋼板

１３％Ｃｒ
シームレス鋼管

ＬＮＧタンク

１３％Ｃｒシームレス鋼管
⾼強度ラインパイプ鋼管

ステンレス鋼
ステンレスクラッド鋼板

耐硫酸腐⾷鋼

9% Cr 鋼管
9% Ni 鋼

⾼強度厚板鋼板、
⾼強度鋼管

シームレス鋼管
＋CFRP

水素ｽﾃｰｼｮﾝ用蓄圧器
(JFEｺﾝﾃｲﾅｰと共同開発)

実績多数
(例)タイ・天然ｶﾞｽ輸送用で23万ﾄﾝ受注
https://www.jfe-steel.co.jp/release/2017/06/170628.html
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JFEスチールの水素輸送用パイプラインへの取り組み事例(海外/水素)
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■『海洋石油・天然ガスに係る日本財団とDeepStarの連携技術開発助成プログラム』に採択。
■高圧水素輸送用鋼管材料等の評価基準及び方法を確⽴する。⇒水素社会の実現に貢献。

https://www.jfe-steel.co.jp/release/2023/06/230621.html

水素社会に必要なパイプライン
・必要性
脱炭素社会では水素の⼤量輸送が必要。
→高圧水素パイプラインへの期待。

低圧︓〜1MPa(国内)、〜4MPa(海外)
高圧︓〜21MPa

・課題
水素による材料劣化(水素脆化)が懸念
高圧水素下での材料評価方法・基準が必須。

高圧水素輸送パイプライン材の
材料開発や現場導⼊を加速

水素社会の実現に貢献

日本財団DeepStar※

参加メンバー
・海洋石油・天然ガスの探査・

開発・生産を担う企業

・上記企業に製品・サービスを
提供する企業

・大学
・研究機関

連携

助成

テーマ︓水素輸送におけるパイプライン材の材料特性評価

JFEスチール・ExxonMobil（米）
・TOTAL Energies（仏）

 鋼管の材料劣化(水
素脆化)に関する材料
評価方法の確⽴

 高圧水素パイプライン
用の材料適合性評価

アドバイス

日本財団-DeepStar連携技術開発プログラム

※海洋油田開発生産に関わるChevron（米国）、Shell（英国）、Equinor（ノルウェー）など、
世界中の海洋石油・天然ガスの探査・開発・生産を担う企業や、これら企業に製品・サービスを提供
する企業、大学、研究機関などから成る海洋技術開発のコンソーシアム。
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■東・⻄の製鉄所において水素利用に向けた取り組みを開始。
国内においても高圧水素輸送パイプラインの利用を推進し、脱炭素社会への貢献を目指す。

(例) ・京浜地区︓「OHGISHIMA2050」 川崎市扇島の⼟地利用。水素サプライチェーンへの事業参画。
・倉敷地区︓海外からの水素調達と、2030年までの水素サプライチェーン構築を目指す。

JFEグループの脱炭素社会への取組事例(国内/水素)
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https://www.jfe-steel.co.jp/company/carbon.html
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